
こしがや市議会だより　令和7年（2025年）11月１日　　　　　❸

 質疑および討論については、その主なもの
を掲載しています。
　各議案の概要は市議会ホームペ
ージに掲載しています。

　本議案は、今後の越谷サンシティのあり方
　本議案は、仮称共同消防指令センター建設
工事（建築）について、賃金水準および物価
水準が変動したことに伴い、契約金額を変更
する必要があるため、提案されました。
　令和６年１月臨時会で決定した請負契約に
ついて、契約金額を８億５８００万円から８
億７２４９万６３５０円に変更するものです。
▶委員長報告に対する質疑
問　委員長報告に対して質疑した場合、答弁
いただけるのは委員長報告の内容のみか。
答　委員長報告は委員長の報告で、議案につ
いての報告である。

　本議案は、新たな越谷市大袋地区センター
の建設に伴い、位置および使用料について所
要の改正を行う必要があるため、提案されま
した。
　内容は、大袋地区センターの位置を変更す
るとともに、使用料についても、既存の大型
地区センターと同様に、施設の規模に応じた
使用料とするほか、条文整備を行うものです。
　本条例は、位置の変更に係る改正規定およ
び条文整備は、令和８年４月１日から施行し、
使用料に係る改正規定については、同年１月
１日から施行し、４月１日以後の使用に係る
使用料から適用します。

　本議案は、埼玉県の重度心身障害者医療費
支給事業補助金交付要綱の一部が改正される

ことに伴い、所要の改正を行う必要があるた
め、提案されました。
　改正の内容は、重度心身障害者医療費の支
給対象として、埼玉県の要綱と同様とするた
め、精神障害者保健福祉手帳２級所持者が精
神障がいの通院に係る指定自立支援医療を受
けた場合の医療費の自己負担分を加えるもの
です。
　本条例は、令和８年１月１日から施行しま
す。

　歳入では、物価高騰対応重点支援地方創生
臨時交付金の追加や、前年度繰越金の整理が
主なものです。歳出では、財政調整基金積立
金の追加のほか、物価高騰対応重点支援地方
創生臨時交付金を活用した、高齢者施設や私
立保育所等への支援金の追加が主なものです。
　補正予算額は、一般会計で１１８億４００
０万円、特別会計全体で２９億１９９２万円、
補正後の予算総額は、一般会計で１４５４億
８５３０万円、特別会計全体で６４２億３１
９２万円となります。
※表示単位未満を四捨五入しています。

　一般会計の決算額は、歳入では対前年度比
３．０％増の１４０２億１５９１万円、歳出
では対前年度比３．０％増の１３１７億５０
７万円でした。
　７つの特別会計全体の決算額は、歳入が６
５３億３８４０万円、歳出が６２２億４６７
２万円でした。
　病院事業会計では、収益的収入および支出
のうち収入の決算額は、１１５億２７９６万
円、支出の決算額は１２８億６２８万円、資
本的収入および支出のうち、収入の決算額は
１０億２１１０万円、支出の決算額は１４億
６５４８万円でした。なお、資本的収入額が
資本的支出額に対して不足する額は、当年度
分消費税資本的収支調整額で補填し、なお不
足する額を一時借入で措置しました。
　公共下水道事業会計については、収益的収
入および支出のうち収入の決算額は、６６億
７２６８万円、支出の決算額は５８億８３４
４万円、資本的収入および支出のうち収入の
決算額は１８億７７２８万円、支出の決算額
は３８億２８２９万円でした。なお、資本的
収入額が資本的支出額に対して不足する額は、
当年度分損益勘定留保資金などから補填しま
した。
　一般会計および各特別会計の歳入歳出決算
認定、ならびに事業会計認定の１０議案につ
いては、予算決算常任委員会において４日間
にわたって審査しました。
※委員会における主な審査の内容は、４～５

ページの「予算決算常任委員会の審査」をご
覧ください。
※表示単位未満を四捨五入しています。
（一般会計歳入歳出決算認定について）
▶反対討論
▷　水遊都市ＫＯＳＨＩＧＡＹＡのブランド
メッセージ策定の特命随意契約は、委託先
に、市長の高校の同級生が代表を務める企業
が選定されている。６月議会において、市長
は担当課から紹介があり、同級生であると答
えたと説明しているが、今定例会の提出資料
には、令和４年に、市長が当該代表について
言及したことが記録されており、答弁が変化
している点は整合性に欠ける。今定例会で
は、市長がその人物と市役所担当者をつない
だことも明らかになった。市長が紹介した人
物を特命随意契約の対象者とすることに疑義
や制止がなく、約９６０万円が支出されたこ
とは看過できない。契約の責任者を問われ、
市長公室長は相談を受けたと述べ、担当課長
が、自分が責任者であると答弁したことから
も、市長の姿勢に疑問を抱かざるを得ない。
契約の進め方、説明の不整合、市長の倫理的
責任の欠如は、到底容認できず、特命随意契
約の制度的信頼を損なうため、本議案に反対
する。
▷　６月定例会における、担当課が先に同氏
を見つけ、同級生であるか聞かれて同級生で
あると答えたとする市長の説明は、総務分科
会で提出された、市長みずからが他市でおも
しろい仕掛けをしている人物がいるとして同
級生である同氏に言及した記録と矛盾するも
のであり、議会における市長答弁の信頼性を
著しく損ない、事実をゆがめる行為である。
市長は、契約には一切関与していないと述べ
ているが、令和４年、市長みずからが高校の
同級生の名前を挙げ、市長がその方を職員に
つなぎ、担当課においては他の事業者につい
て具体的な検討をした記録はなく、一者単独
による特命随意契約が締結された。その裏側
には、職員の市長および市長公室長に対する
そんたく、あるいは、市長および市長公室長
による職員に対する目に見えぬ圧力が影響し
たことは想像に難くない。これらをわれわれ
議会が認めることは、このような市の体質、
市長の行政運営そのものを認めることになる。
将来にわたり、市民に開かれた、透明性と公
平性の担保された行政運営がなされることを
せつに願い、本議案に反対する。
▶賛成討論
▷　市税は定額減税の影響などにより、前年
度に比べ約７億円の減収となったが、適正課
税による公平性の確保と、収納率の向上に努
めたことがうかがえる。また、地方交付税は
約２０億円で２８％の増となった。今後も、
臨時財政対策債によらない安定した地方財源
の確保について国への積極的な働きかけをお
願いする。持続可能な行財政運営を念頭に、
各分野にわたる施策の意欲的な展開が行われ、
第５次総合振興計画の本市の将来像の実現に
向けて、事業の着実な推進が図られたものと
判断し、本決算に賛成する。
（国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定に
ついて）
▶反対討論
▷　国民健康保険税は、少子高齢化によって、
医療保険分、後期高齢者支援金分、介護納付
金分の給付費が増加しており、被保険者の負
担が増え続けている。被保険者の苦しい生活
実態を国に伝え、国の負担を大幅に増やすよ
う強く求めることが必要と予算編成の際に指
摘してきたが、市は赤字解消に努めたいと答

弁した。 
　これでは自治体の本来の役割である、住民
の福祉の増進を図ることができない。加入者
の多くは高齢者や低所得者、零細事業主であ
り、能力を超えた負担を迫る値上げを行った
決算議案には賛成できないため、反対する。
（介護保険特別会計歳入歳出決算認定につ
いて）
▶反対討論
▷　介護保険制度は給付サービス費が増え続
ける中、国の負担割合は増やさず、市民の負
担が増え続けることが問題である。国庫負担
割合の増加がなければ保険料はさらに払えな
い金額となる。滞納増加の懸念が強まり、サ
ービスを利用できない状況が進みかねない。
国は介護従事者の処遇を改善してきたと言う
ものの、低賃金労働環境による人手不足は深
刻である。市は、国庫負担の見直しや処遇改
善を要望しているが、その声は国に届いてい
ない。併せて、保険料の引き上げ抑制のため
の市の努力が不足していることから反対する。
・財産の取得について（越谷市立川柳小学
　校高学年棟児童用机・椅子）
・財産の取得について（越谷市立川柳小学
校高学年棟教材教具）
本議案は、令和８年４月1日から供用開始

を予定している越谷市立川柳小学校高学年棟
において使用する児童用机・椅子および教材
教具を取得するにあたり、予定価格が議会の
議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分

に関する条例に規定する額以上となるめ、提
案されました。
※２議案に対する質疑がありました。
▶議案質疑
問　追加議案となった経緯は。
答　（仮称）川柳学園建設工事における施工
不良が判明し、いったん入札を止める状況と
なった。対策委員会で協議した結果、是正工
事の工期が延びないことを確認したため再度
議案を提出し、追加議案となった。
問　是正工事が行われるが、本契約を締結す
ることで工期にとらわれるのではと考える。
工期についての考え方は。
答　工期にとらわれず安全性第一という中
で、施工業者からは工期に間に合うとのこと
だった。そのため、工期にとらわれることな
く進んでいくと考えている。
問　本定例会において追加議案とした理由は。
答　検討した結果、１２月議会での提案では
納品が間に合わないことが判明し、９月議会
に提案した。
問　納品について、業者が間に合わないと言
ったのか。間に合わせる方法を検討せずに９
月議会で提案したのか。
答　指名委員会にかける際に、参考見積もり
をとった業者から、間に合わないことを確認
した。
問　落札業者以外にも、納品が間に合う業者
がいなかったのか。
答　すべての指名業者に確認したわけではな

いが、複数業者に確認を行った。
問　議案が可決され工期が間に合わなかった
場合の対応は。
答　施工業者に納品場所を準備してもらい、
納品することを考えている。
問　入札業者に名前の近しい２者が出てお
り、入札金額が異なる。同じ系列と思われる
会社で入札金額が異なることについて、疑問
は発生しなかったのか。
答　２者について、資本関係がないことを確
認している。人的関係がある場合は指名でき
ず、代表取締役を含む役員が同一人物でない
ことが条件となっている。この点について関
連がないため別の会社の扱いとなっている。
問　親戚、兄弟、親子の場合、市の入札ルー
ル上は問題なく、別会社と判断しているのか。
答　代表取締役を含む役員が同一人物でない
ことが要件となっており、審査基準には該当
しない。

日本共産党

◇議案の概要は市議会ホームページから確認できます。審議結果令和7年９月定例会
すべての議員が賛成した議案（議長・欠席議員を除く）
議案番号

省略

付　託
委員会 議　案　名 議案番号 付　託

委員会 議　案　名

市長提出
第 8 4号
市長提出
第 8 5 号
市長提出
第 8 6 号

総務

市長提出
第 8 7 号

市長提出
第 9 7 号
市長提出
第 9 8 号
市長提出
第 9 9 号

令和7年度越谷都市計画事業西大袋土地区画整理事業費特別会計補正予
算（第1号）について

令和7年度越谷都市計画事業東越谷土地区画整理事業費特別会計補正予
算（第1号）について

令和7年度越谷市公共下水道事業会計補正予算（第1号）について

予算決算

予算決算

予算決算

予算決算

予算決算

予算決算

市長提出
第100号

専決処分事項の承認を求めることについて（令和7年度越谷市一般会計
補正予算（第2号)）

民生

民生

民生

環境経済
・建設
環境経済
・建設

市長提出
第 8 8 号 令和6年度越谷市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について市長提出

第103号

越谷市重度心身障害者医療費支給に関する条例の一部を改正する条例
制定について

越谷市地区センター設置及び管理条例の一部を改正する条例制定につ
いて

議決事項の一部変更について（仮称共同消防指令センター建設工事（建
築）請負契約の締結）

市長提出
第 8 9 号

令和7年度越谷市病院事業会計補正予算（第1号）について

市長提出
第105号

越谷市被保護者等住居・生活サービス提供事業の業務の適正化等に関す
る条例の一部を改正する条例制定について

令和7年度越谷市国民健康保険特別会計補正予算（第1号）について

令和7年度越谷市後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）について

令和7年度越谷市母子父子寡婦福祉資金貸付金特別会計補正予算（第1
号）について

市長提出
第 9 0 号

令和6年度越谷都市計画事業東越谷土地区画整理事業費特別会計歳入歳
出決算認定について

令和6年度越谷市母子父子寡婦福祉資金貸付金特別会計歳入歳出決算認
定について

市長提出
第106号 予算決算

市道路線の廃止について

市道路線の認定について

越谷市公民館設置及び管理条例の一部を改正する条例制定について市長提出
第 9 1号

令和6年度越谷都市計画事業西大袋土地区画整理事業費特別会計歳入歳
出決算認定について

市長提出
第107号 予算決算

令和7年度越谷市一般会計補正予算（第3号）について

令和7年度越谷市介護保険特別会計補正予算（第1号）について

市長提出
第 9 2 号

令和6年度越谷市公共用地先行取得事業費特別会計歳入歳出決算認定に
ついて

市長提出
第108号 予算決算

市長提出
第 9 3 号 令和6年度越谷市病院事業会計決算認定について市長提出

第109号 予算決算

市長提出
第 9 4 号 令和6年度越谷市公共下水道事業会計利益処分及び決算認定について市長提出

第110号 予算決算

子ども
・教育

子ども
・教育

子ども
・教育

市長提出
第 9 5 号
市長提出
第 9 6 号

財産の取得について（越谷市立川柳小学校高学年棟児童用机・椅子）市長提出
第111号
市長提出
第112号

予算決算

財産の取得について（越谷市立川柳小学校高学年棟教材教具）

予算決算

予算決算

予算決算

予算決算

令和6年度越谷市一般会計歳入歳出決
算認定について

≪越谷市議会議員　条例定数＝３２人　現員数＝３２人≫

賛否が分かれた議案

小
林
　
成
好

大
田
ち
ひ
ろ

山
田
　
裕
子

清
水
　
　
泉

大
和
田
　
哲

山
田
　
大
助

工
藤
　
秀
次

土
屋
　
来
夢

小
口
　
高
寛

後
藤
　
孝
江

斎
藤
　
豪
人

大
野
　
恭
子

菊
地
　
貴
光

白
川
　
秀
嗣

清
田
巳
喜
男

小
林
豊
代
子

島
田
　
玲
子

伊
藤
　
　
治

野
口
　
佳
司

和
泉
田
宏
幸

藤
部
　
徳
治

久
保
田
　
茂

畑
谷
　
　
茂

瀬
賀
　
恭
子

竹
内
　
栄
治

横
井
　
聖
美

立
澤
　
貴
明

野
口
　
高
明

武
藤
　
　
智

松
島
　
孝
夫

金
井
　
直
樹

浅
古
　
高
志

立憲民主党自由民主党 市民ネット公明党越谷市議団NEXT越谷 維無所属の会 本
会
議
議
決
結
果
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議案番号 付託委員会 議案名

会派名

議員名

市長提出
第101号

令和6年度越谷市国民健康保険特別会
計歳入歳出決算認定について

市長提出
第102号

令和6年度越谷市介護保険特別会計歳
入歳出決算認定について

市長提出
第104号

認定
可決722○○○○○○○欠○○○○欠○○○○○○○○○議○○

×××××××

326○○○○

×××

欠○○○○欠○○○○○○○○○議○○○○○○○○○ 認定
可決

326○○○○

×××

欠○○○○欠○○○○○○○○○議○○○○○○○○○ 認定
可決予算決算

予算決算

予算決算

凡例 ○･･･賛成　×･･･反対　　議･･･議長（議長は採決に加わりません）　欠･･･欠席
会派名の自由民主党は「自由民主党越谷市議団」、無所属の会は「こしがや無所属の会」、立憲民主党は「立憲民主党越谷市議団」、
日本共産党は「日本共産党越谷市議団」、市民ネットは「越谷市民ネットワーク」、維は「日本維新の会」の略

川柳小学校高学年棟で使用する児童用机・椅子


